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  本日午後2時25分頃より大涌谷周辺の火山ガス自動計測装置によるガス濃度の計測数

値が一時的に上昇し、観光客が建物内に避難をする事象が発生しました。この事象によ

る人的被害はありませんでした。概要は次のとおりです。 

 

 

 １ 発生日時 

   令和3年9月2日 午後2時25分 

 ２ 発生場所 

   大涌谷園地 極楽茶屋横（火山ガス自動計測装置設置場所） 

 ３ 発生時の現場の状況 

   (1) 午後2時25分、二酸化硫黄の瞬間計測値が5ppm を記録し、大涌谷園地に設置され

た火山ガス警報装置の放送塔から注意情報（近くの建物への避難を促す内容※）が

自動で流されました。 

「※ 監視所からお知らせします。現在、火山ガス濃度が高くなりました。近くの

建物に避難してください。監視員の指示に従い、落ち着いて行動してください。 

（日英中韓の4か国語で繰り返し）」 

  (2) 園地の火山監視員及び園地事業者はただちに観光客にガス濃度が上昇しているこ

とをお知らせし、外にいる人には建物内への避難を誘導しました。なお、自家用車

でお見えになっていた観光客の中には、そのまま園地外に避難する方も多数いまし

た。 

(3) 午後2時30分、観光客67人の建物内への避難が完了しました。 

  (4) 午後5時の時点で二酸化硫黄の濃度は低下していないため、通常の立入規制に移

行しています。なお、夜間に濃度が低下した場合は、明日の午前9時以降は通常通

り立入が可能となります。 

 ４ 推定原因 

こうした現象はあまり観測されるものではないため、自然現象以外の可能性を含め、

原因を調査中です。 
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